
認 定 書

国 住 指 第 4107号
平成 26年 3月 14日

旭化成建材株式会社

代表取締役 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条

第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分問)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

PC030BE-3184

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・ガラス繊維不織布
入せつこう板表張/せっこうボード裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。

Ｉ

Ｊ

に



(別添)

1.構造名                          ^
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・ガラス繊維不織布入せつこう板表張/せ
っこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

2.寸法及び形状等 (寸法単位 :mm)

3.材料構成

(1)主構成材料 (寸法単位 :mm)

つづく

項  目 申 請 仕 様

壁  高 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法

壁 厚 135以上

壁の構造 真壁又は大壁

項  目 申 請 仕 様

柱(荷重支持部本オ) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号 に規定する構造用製材 (」AS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材(JAS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号 に規定する単板積層材(JAS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材    '
・寸法 :105X105の 断面寸法以上

・間隔 :4000以 下

・比重 :0.37(± 0.0つ以上

傷可添-1)



っづき

項  目 申 請 仕 様

外装材 [1]基本オ

窯業系サイデイング (以下 「サイディング」 とい う。 )

・規格 :JIS A 5422
・組成(質量%):

けい酸カルシウム化合物

有機質繊維

無機質繊維

有機質混和材

無機質混和材

65-86
1～ 13

0～4

14未満

27未満

ただし、有機質繊経と有機質混和材の合計が18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例
。繊龍質原料
・有機質 :セルロース繊縦、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガラス繊維、ロックウール繊維等

・ 混和材
。有機質 :リ グニン、メチルセルロース、横水剤等
・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装
・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装

(2)ア クリル樹脂系塗装

(3)ア クリルシリコーン樹脂系塗装

(4)フ ッ素樹脂系塗装

(5)エポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装
・塗布量 :200g/ポ以下 (有機固形分)

[3]か さ比重

1.1(±0.2) (絶 乾)

っづく

(別添 -2)



つづき

項   目 申 請 仕 様

外装材

(つづき)

141形状

(1)寸法

②端部形状

サイディング相互の重なりと隙間
隙間

重なり

(3)断面形状

※中空の形状
a

d t

C e

厚さt a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 9以下 t以下

ただし、厚さ 18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

横張

[6]留 め方

金具留め (外装材留金具による)

厚 さ
幅 長 さ

最 河ヽ 最 大 最 小 最 大

15´～26 303 455 910 8640

厚  さ 重なり 隙 問

15～26 6以上 3以下

厚 さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15-26 最小厚さ

11以 上 を

確保

11以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

つづく

(別添 -3)



っづき

項 目 申 請 仕 様

構造用面材 材料 : ガラス繊維不繊布入せつこう板
・規格 :国土交通大臣認定不燃材料 NM‐9354
・厚さ :10以上

断熱パネル [1レ ネヾノ舅徒財
材料 :(0～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)寡界オ
(2)合板
③集成材
(4)単板積層材

・寸法 :20× 65の断面寸法以上

(ただし、構造用面材の継ぎ目がくる場合(27×65の断面寸法以D
・間隔 :500以下

[2]パネル縦枠材
材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)財
②合板
(3)集成材
(4)単板積層材

・寸法 :20×65の断面寸法以上
。間隔 :4000以下

[31パネルが朝酢オ

材料 :(つ～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)婢
(2)合板
(3)集成材
(4)単板積層材

・寸法 :20× 65の断面寸法以上

・間隔 :4000以下

つづく

(別添 -4)



っづき

項 目 申 請 仕 様

断熱パネル

(つづき)

lttlパネル充てん用断熱材

材料 :フ ェノールフォーム保温板
・規格 :ЛSA9511
・形状 :平板
・厚さ :25(± 2)以上(ただし、柱断面寸法以下)

・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不織布

・使用量 :10～ 60g/ポ

(2)ポ ジプロピレン系不繊布
・使用量 :10～ 60g/ポ

(3)ポ リエチレンカ日工紙

・使用量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアルミニウムはく

(0無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アル ミニウムは

く 。ガラス繊維複合紙)

(6)な し

[5]パネル縦材 。縦枠材・横枠材固定用留付材

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.75以上×L50以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L50以上

内装材 材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)せっこうボー ド

・力尾非群:」IS A 6901 GB‐R
・厚さ :9.5以上

(2)強化せっこうボード
・規格 :」IS A 6901 GB‐F
・厚 さ :12.5以上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア     ′

2)テ ーパー

3)ベベル

(丹叫添 -5)



(2)副構成材料 (寸法単位 imm)

っづく

項  目 申 請 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)製材

(2)合板

③集成材

(4)単板積層材
・断面寸法 :15× 30の断面寸法以上
。間隔 :500以下

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ア スファル トフェル ト
・規格 :JIS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以 下

(2)透湿防水シー ト
・規格 :JIS A 6111
・厚 さ :0。2以下
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチ レン系             ′

2)ポ ジエステル系
3)ポ リプロピレン系

・表面アル ミニウム蒸着仕上げ :1)又は 2)の いずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防湿気密フィルム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)住宅用プラステンク系防湿フィルム
・夫見格 :JIS A 6930
。厚 さ :0.2以 下

(2)包装用ポ リエチレンフィルム

・規格 :JIS Z 1702
・厚 さ :0.2以下

(3)農業用ポ リエチ レンフィルム

・規格 :」IS K 6781
・厚 さ :0。2以下

(4)な し

傷町添-6)



つづき

項  目 申 請 仕 様

外装目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の併用、(1)と (3)の 併用又は(5)の うち、いずれか一

仕様
(1)シージング材

・材質 :1)～6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリル ウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹月旨
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂

・使用量 :56g/m以上

(2)バ ックア ップ材
。材質 :1)～5)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチ レン系樹脂
2)ポ リスチ レン系樹脂
3)ポ リウレタン系樹脂
4)ポ リプ ロピレン系樹脂
5)塩化 ビニル系樹脂

・使用量 :2g/m以上

(3)ハ ット形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様

1)溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(ЛS G 3312)
3)溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)
4)塗装溶融亜鉛-50/Oアル ミニウム合金めつき鋼板(JIS G 3318)
5)溶融 55%ア ルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(」IS G 3321)
6)塗装溶融 55%アル ミニウムー亜鉛合金めっき鋼板(Л S G 3322)
7)ポ リ塩化 ビニル被覆金属板(JIS K 6744)
8)熱問圧延ステンレス鋼板(JIS G 4304)
9)冷間圧延ステンレス鋼板lJIS G 4305)

10)溶融亜鉛‐アルミユウム‐マグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL-0064号

,

0065手夕0069提井,0070チタ)

・厚 さ :0.25以 上

(4)金属ジ ョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うちいずれか一仕様
・形状 :ハ ッ ト形、H形
・厚 さ :0.25以 上

(5)な し

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又 は(2)と (3)の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せっこうボー ド用目地処理材
・使用量 :100g/m以上

(3)ジ ョイン トテープ

・材質 :ガラスファイバーテープ

・寸法 :幅 50、 厚さ0.15～ 0.20

っづく

(別添 -7)



つづき

項  目 申 請 仕 様

留付材 [1]外装材留金具
。材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板σIS G 3302)

(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3312)

(3)溶融亜鉛‐5%アル ミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

(4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(」IS G 3318)

(5)溶融 55%アル ミニウムー亜鉛合金めつき鋼板(ЛS G 3321)

(6)塗装溶融 55%ア ルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)
(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(JIS K 6744)
(8)熱問圧延ステンレス鋼板OIS G 4304)  '
(9)冷問圧延ステンレス鋼板(」IS G 4305)

(10)溶融亜鉛いアル ミニウム‐マグネシウム合金めつき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL‐0064号,0065号

0069号,0070号 )

・形状 :

f

d

d

h

h

b tt bi十 b″

単

○

a i ai+aど 、b i bl十 b2

f

単

ｔ

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
ｆ

上

隔問付留

w:幅 40以上

h:高さ 40以上

w tt h:幅 と高さの合計 90以上

:鋼板の厚さ 0.8以上

:上部ンメの幅 15.8以上

:下部ツメの幅 14.0以 上

:上部ツメの長さ 4.2以上

:下部ツメの長さ 4.6以上

:上部ツメの掛かり高さ 4.0以上

:下都ツメの掛かり高さ 4.2以上

部と下部のツメの総掛か り面積 175mm2以上[(a× e)十 (b× f)]

:横方向 500以下

高さ方向 外装材の幅による

[2]外装材留金具固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか 仕様

(1)ス クリューくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ l.9以上×L32以上

O Ｏ

ａ

Ｏ

ａ

錫町添-8)
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つづき

項 目

留付材
(つづき)

(2)リ ングく
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ッピンねじ
・材質 :鋼又はステンレス鋼

・

・呼び寸法 :φ 3.0以上xL25以上

。留付間隔 :500以下

[3]胴縁固定用 (通気胴縁・下地胴縁 )

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上×L45以上

② ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]パネル枠材固定用

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 3.05以上×L65洪こ

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.Q以上×L65以上

・留付間隔 :300以下

[5]内装材固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)せっこ うボー ド用 くぎ
・規格 :JIS A 5508
・寸法 :φ 2.34以上×L31.8双こ

(2)十宇穴付木ね じ  |
。霧酔岳:」IS B ll12
・ 呼び寸法 :φ 3.1以上×L25以上

(3)ド ヅリングタッピン液 じ

・規格 :JIS B l125
。呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

(4)く ぎ    
′

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(5)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

200

(別添 -9)
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つづき

項 目 申 請 仕 様

留付材

(つづき)

[6]構造用面材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス飼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[7]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)(片 面・両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ ジエステル系
7)ポ リプロピレン系

・使用量 :200g/ポ 以下
(3)ア ルミニウムはく付き粘着テ,プ

・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

・使用量 :200g/♂ 以下

(4)ス プレーのり
・材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/ポ以下

(5)接着剤
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)エポキシ系樹月旨

2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系

4)ア クリルウレタン系樹脂

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA系樹脂
・使用量 :180g/ポ以下

(6)ステープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9。6以上、足長 10以上

(7)な し

(別添 -10)
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つづき

項  目 申 請 仕 様

留付材
(つづき)

[8」 |`万水紙 。
|`万湿気符フィルム固定用

材料 :(1)～(5)の うち、いずれか一仕様

(1)ステープル
・材質 :鉄又はス歩ンレス鋼
・寸法 :幅 9.6以上、足長 10以上

(2)(片面 。両面)粘着テープ
。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエチ レン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

。使用量 :200g/ポ 以下

(3)ア ル ミユウムはく付き粘着テープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエチ レン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

。使用量 :200g/∬ 以下

(4)ス プ レーの り
。材質 :合成 ゴム系樹脂

1使用量 :100g/ポ 以下

(5)な し

シ~ノレ材 材料 :(1)ん (5)の うち、いずれか一仕様
(1)(片 面・両面)粘着テープ

・材質 :1)～ 7)の うちtいずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

・使用量 :■5g/m以下
(2)ア ル ミニウムはく付き粘着テープ

。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系

。使用量 :■5g/m以下
(3)シール材

。材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂

。使用量 :100g/m以下
(4)軟質ウレタン粘着シール

・材質 ポリウレタン系
・厚 さ 5.0以 下
。使用量 100g/m以下

(5)な し

(別添―■)



4.構造説明図

図 1～3に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :真壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

5側峡下

う00以下

寄∞以下
ンール材

S00以下

柱

内装材

防湿気密フィルム

パネル売てん用断驚材

留付材 l外義材留金具)

パネル槙粋柄

,防湛気密フイルム固定用)

罐土台

透視図

図 1構造説明図

(寸法単位 :mm)

外義材

外装目地材

ス水域l

※卸l硝女j象外

(別添-12)



留1寸4オ (脚韓口定用)

留付材

(′ 〈ネル棒材回建用)

外奎目地材

留付材くタト袋材留金輿回篤用)

類気朧

留付材く躙締固定用)

夕陰 材 留付材(外機材留Ω具)

留付材 (障造用画材固定用)

内叢日よ也材

水平断面図

鉛直断面図

図 2構造説明図、

留lヽHオ (内曇嘲回定用〕

′くネlレ充てん用断熊精

防融気韓フィルム

補造用画材

オ圭 ′くネ,レ拿?材

ルム ァヽネル続てん用
断絲材

0町添-13)



② 構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

500峡下

500吸下

500以下

内装材

妨湿気密フイルム

′くネザレ鮒lF掏

留付材(外業材留金良)

シ

・防農気密フイルム豊府用〕

透視図

図 3構造説明図

(寸法単位 :mm)

χ水切

外装目よ也材 、

単土台

孝穀
紫碑簡対象外

(別添 -14)



留戚鞘 (躙手秩I鐵定用〕

シール材

鴻気田縁

′くネザレ黎枠材

留備

(1ミネ′Щ輩材固定用 )

外釜目地材

曽付材l外基精留金員固定用)

格造用臣i村

タト装材

留付羽(外業材留全輿国産用)

留付材l,卜
お誠材留金異)

留付材確適用画材固定用)

防水猛

内禁目地材

水平断面図

鉛直断箇図

図 4構造説明図

捕造用画材

パネル充てん用

断絡材

留付材l構造用画材国産用)

錮樹瓶内装材倒定用)

内機争オ

パネル茄てん用駈熟材

防連気密フイ,レム

パネJレ戦材

ィ,レム

(男町添 -15)



(3)構造用面材 :真壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

Sl】0以下

(寸法単位 :mm)

S(Xl以 下

500以下
シール材

シール材

防浪気密フイルム

パネル売て

留付材(外装材留金具)

外〕装材

/水切

外義目地材

※土台

・防漫気鬱フィルム固定用)

透視図

図 5構造説明図

・・評価耐象外

(別添 -16)



外紫目地材

'職
材

留付材 (タト機材留金其固定用)

留付材 (,1機材留金良)

パネルle粋材

留付初(√ (ネザレHネ1オ固定用
'

内裟目地けサ

留付槽(タト装材留金具固慮屈)

留

“

lおお鱒 線固定用)

留付材 (桐造用画材回庄用〕

防水をヽ

フイルム

水平断面図

鉛直断面図

図 6構造説明図

構造用画材

パ宗ル弟てん用
断熱材

〈ネ′開辟将

留付材 (構造用画材回竃用〕

留付材 (内 嬢材回潔世用)

パネル売てん用断藤材

ィルム

ヽ
＼

(別添 -17)



(4)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

S∝以下

51Xl以 下

(寸法単位 :mm)

500以下
シ ー

Ⅲllll以 下

内装材

防逆気密ティルム

パネル売てん用断鶴材

轡付材 (タト装材留金其)

外裟材

※氷切

隊基礎

防・

'鼠

鈍密フイルム固定用う

透視図

図 7構造説明図

※評顔対象外

(別添 -18)



`´イ
=| ‐

メ

留付材 l扇絲画鷹用)

留付材9ヽネ,レ粋41固定用)

外装日
'也

材

留付材 l'Ⅲ(義材留金異四起用)

通気層籍

留付村 l閥 辮固定用)

留付材 (外 装材留金具l

フイルム

水平断画区l

鉛直断面図

図 8構造説明図

留付材 l夕1装材留金良固定用)

留付材鱒 画初回定用)

留付村 (内叢材回蹴隔)

パネル充てん用断路材

防起気密フィルム

構造用画材

パネル売てん用

口,納村

(別添―ェ9)
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5.施工方法等

<施工図>
図9に施工図を示すと

f

弊監回進営

(寸法単位 :mm)

(,与鎮構口,翼〉

内験精 ブ〔拿, rt奉 事ヽデμ充てん用瞬籠尊

ぶ平断面田

※瞬補

態買井掘

メ4ネど4′ えてた期断齢常

ィプケム

爾付狩(舛歳精韓命真〉

(卒プレ損枠帯

除

昧下絶樟

残隣Ⅲ狩患夕Ⅲ

鉛直断面国

充てん断熱のみの施工例

図 9 施工図

a

(別添 -20)



<ハネル図>

パ ネ

パネル尭て
断熱材

(寸法単位 :五m)

1)柱間隔500以下

パネル横枠材

2)柱間隔500超

下

用画材

パネル1黄枠材

パ才ヽル発てん用断熱材

構造用画村

パネル充てん用断熱材

バネル縦ヰ十九材

パネル維衿材

パネル魂とお才

パネル充てん
田子熱材

バネル縦粋材 ′くネル繊材

(別添 -21)



(寸法単位 :mm)

8)柱間隔1000超

ァくネル機枠材

構造用画材

パネル繊枠構

バネル縦樹

デヽネル羅材
(4森造用面霧継手部分ケ

′くネル離材 (構造用画材継手部分)

パネル充て為
新熱紡

1395,ス¬F

雨材

バネル縦材 バネル充てスプ用断熱材パネル誕粋材

傷岬た-22)



(寸法単位 :mm)

4)柱間隔1500超

パネル機粋材

構造用

パネル縦枠材

パネル充てん用
断熟材

199う E女 ¬F

構造用固材 ボネル縦牢オ4構造轟面材継手)

パネル充てん淵斯細材

(別添-23)
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留付材 (パを、ル縦材 H縦枠材       の固定方法と
パネル縦材・縦枠材の欠き        固定方法

(寸法単位 i mm)

構造用画材

パネル横枠材

5以下

バネル縦f令材

″

パネル売てん
断熱材

以 下

穣付材 (パネル継材 と縦枠材 `樵静材睡定用秀

バネル雑を考

構進婦画4オ

断熱パネル断面詳細図
(パネル縦材と縦枠材の欠き込みによる断熱材固定方法)

し以下

バネル充てん網
断機材

A部詳細園

(別添 -24)



〕

<施工手順>
(1)下地組等               ^

(a)又はlb)のいずれか一仕様とする。

(a)

①柱は、反り曲がりのないものを使用し、垂直に取り付ける。

②パネル縦材、縦枠材、横枠材の取付け
パネル枠材固定用留付材を用いて柱、土台等に取り付ける。

③構造用面材の取付け

柱、縦材、縦枠材等の上に構造用面材用留付材を用いて取り付ける。

④断熱材の取付け
パネル充てん用断熱材は隙間が生じないように、パネル縦材、縦枠材、横枠材問等に充てん

する。

(b)

①工場にて、パネル縦材、縦枠材、横枠材と構造用面材、断熱材を組み合わせパネル化する。
この際、縦材、縦枠材、横枠材同士はパネル枠材固定用留付材、構造用面材は構造用面材用

留付材で、パネル充てん用断熱材は断熱材仮固定用留付材で、留め付ける。
②壁パネルを、柱・梁・土台問等にはめ込み、パネル枠材固定用留付材で留め付ける。

(2)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみや しわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取 り付ける。

(3)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(4)防水紙を張る場合

横張を原則 とし、所定の重ね代を確保 した上で、防水紙仮固定用留付材で仮固定する。

(5)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(6)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(7)内 装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱、縦材、縦枠材等に取り付ける。

(別添 -25)




